
12月4日（日）午
前9時30分より、湧
太郎國之誉ホールで
第11回・美郷検定が
実施される。
美郷町の歴史や文

化などを問う出題内
容。3・2・1級があ
り、小学5年生以上
が受検できる。2・1級は、下級に
合格していることが条件となる。

検定の所要時間は1時間。3級は
選択式、2級は一部が記述式、1級

は記述式で解答する。検定料は一
般600円、中学生以下300円。申
し込みは、道の駅美郷にある美郷
町観光情報センター（☎ 0182-37
-3980）、締め切りは11月27日。
過去問題集が発売され、今年か

ら受検対策がしやすくなった。問
題集は200円、観光情報センター
で販売されている。
現在の合格者数は、3級が99人、

2級が36人、1級が7人。

秋田県ダリア会（山田清繁会長）
は毎年、会員が育てた作品の展示
会を秋田ふるさと村（横手市）で
行っている。今年は10月8・9日、
約500本の銘華が会場を彩った。
表彰式は8日に行われた。秋田

県ダリア会副会長の佐藤清美さん
は「今年は割と大きい40センチ以
上の花が多くて良かった」と語っ
た。展示会が終了した9日の午後、
見学者らに花は無料配布され、た

いへんに喜ばれた。
入賞者は次のとおり（敬称略）。

【大輪の部】（出品数55）優等賞・
遠山勝義▽1等賞・山田恵美▽2等
賞・栗田憲三、遠藤兵治【中輪の
部】（出品数70）優等賞・吉川恵
子▽1等賞・坂本悦子▽2等賞・坂
本きや子、三浦カツ子【小輪の部】
（出品数58）優等賞・川本勝治郎
▽1等賞・吉川芳▽2等賞・齊藤利
喜雄、浅利克志

10月13日、美郷町社会福祉大
会が公民館ホールで開催された。
町社会福祉協議会の鈴木諄一会

長は「誰もが住みなれた地域で安
心して暮らすことができるよう、
共に支えあう地域社会づくりを」
とあいさつし、社会福祉の功労者
へ表彰状などを贈った。美郷町老
人クラブ連合会の高橋久男さんが、
受賞者を代表し「町の発展のため、
これからも一層取り組んでいきま
す」と謝辞を述べた。
福祉活動の推進を謳った大会宣

言を採択し、万歳三唱を行った。
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11 月 2 日（水）
さようなら街の灯りと月夜と二人のアカボシ

№２７０１・立冬号
ウェブサイト「タブロイドバンク」で閲覧可能

何杯呑んでも
練習中
道の駅美郷、美郷屋、かまくら館（横手市）、
秋田県産品プラザ（秋田市）などで販売

販売千個達成

練習お猪口（1合）

秋田県ダリア会
秋を彩る銘華展

各
問
題
集
に
約
１
７
０
問
を
収
録

（新穀感謝祭）

祭儀終了後、内宮社（9月 25 日御遷座）の特別
拝観を行います。どなた様も御参拝ください。

秋季大祭

美郷町六郷字米町33 電話：0187-84-2152

※ 内視鏡検査 随時受付致します。
※ 関連施設 有料老人ホーム『水明荘』

あたたかい介護を致します。

外科・内科・胃腸内科・整形外科・肛門外科

理事長 亀 谷 武 彦

美郷町野中字宮崎 86-7 TEL 84-1288

亀谷医院

令和４年11月20日（日）午前10時より

TEL 0187 - 84 - 4114
ヨイイシ

FAX 0187 - 88 - 8321

南部斉場向い

墓石・字彫り・石工事

日本塗装工業会会員 秋田県知事許可般24-第80530号・格B

㈱サセイペイント工業

総合塗装工事・寺院保存工事・リフォーム工事
（大工工事・サッシ工事・土木工事・防水工事・トタン工事）

〠019-1302
美郷町金沢字谷地中 127の1
TEL:0182-37-3492
FAX:0182-37-3482

https://www.saseipaint.com

住宅工事のどんな小さな事でも賜ります

高
橋
久
男
さ
ん
が
代
表
し
て
謝
辞

12月4日に美郷検定、過去問題集で勉強しやすく

佐藤清美副会長（左）より入賞者に賞状

3年ぶり社会福祉大会



宮澤賢治の『なめとこ山の熊』
（岩波書店）は「すがめ」という
身体的な障害のある「熊捕り名人」
の小十郎と熊の関係を描いた名品
だが、両者はお互いに命を懸けた
戦いをする関係にありながら、
「なめとこ山あたりの熊どもは小
十郎をすきなのだ」とあり、また
「小十郎は熊どもを殺してはいて
も、決してそれを憎んではいなかっ
た」とあるように、小十郎と熊は
互いに相手を尊重し、信頼しあう
ような関係にある。
そのため、小十郎から狙われた

ある熊は、「お前は何がほしくて
おれを殺すんだ」と尋ねて、小十
郎が「おれはお前の毛皮と、胆の

ほかにはなんにもいらない」と答
えると次のように頼んでいる。
「もう2年ばかり待ってくれ。お
れも死ぬのはもうかまわないよう
なもんだけれども少し残した仕事
もあるし、ただ2年だけ待ってく
れ。2年目にはおれもお前の家の
前でちゃんと死んでいてやるから。
毛皮も胆袋もやってしまうから」。
そう言って熊は立ち去るのだが、

「熊はもう小十郎がいきなりうし
ろから、鉄砲を射ったりは決して
しないことがよくわかっていると
いうふうで、うしろも見ないでゆっ
くりゆっくり歩いて行った」。
それからちょうど2年目の朝、

小十郎が外に出てみると、檜の垣
根の下にその熊が口からいっぱい
血を吐いて倒れていたので、「小
十郎は思わず拝むようにした」。
このように日頃から熊たちと良

好な関係にあった小十郎が熊に殺
された時、熊は「おお小十郎、お
前を殺すつもりはなかった」と言っ
ているし、小十郎も「熊ども、ゆ
るせよ」と言って死んでいる。そ

して、熊たちは小十郎の遺骸を山
の上の一番高い所に安置すると、
「回回教徒の祈るときのように、
じっと雪にひれふしたままいつま
でもいつまでも動かなかった」と
いう場面で、この作品は終わって
いる。
こうした小十郎と熊の関係には、

実在したマタギの影響を指摘する
説がある一方で、アイヌ文化の影
響を想起させる部分もある。
たとえば金田一京助はアイヌ文

化を代表する叙事詩『ユーカラ』
（岩波書店）の解題の中で、アイ
ヌの人々が熊や鹿を射止めると
「熊の神や鹿の神が『この人間に
ならば』と思って、人の中からそ
の人を選んで自身をまかせてその
肉や毛革を土産に取らせた」と考
えると述べているが、これは熊が
小十郎に自ら毛皮や胆を贈与する
場面を思わせる。
また、更科源蔵は『アイヌと日

本人』（日本放送出版協会）の中
で、幌別地方に残る薪取り歌に
「山の神さま 私があなたの木を伐

るのは 火の神様を やしなうため
ですよ」という詞があるほか、屋
材を採る時にも「山の神さま 小さ
な私の家を つくるためなのですよ」
と、薪や屋材の用途を説明して木
を伐る許しを神に求める歌がある
と指摘しているが、これも小十郎
が「おれも商売ならてめえも射た
なけあならねえ」「てめえも熊に
生まれたが因果なら、おれもこん
な商売が因果だ」と熊に自分の所
業に対する理解を求め、許しを請
う場面に似ている。
特に熊たちが「輪になって」小

十郎の死を悼む最後の場面などは、
人間が熊を送るか熊が人間を送る
かという違いはあるにせよ、アイ
ヌのクマ祭り（イオマンテ）のよ
うな趣さえあるわけで—賢治は大
正2年、17歳の時に修学旅行で北
海道・白老のアイヌ集落を見学し
ている—、小十郎の直接的なモデ
ルは仮にマタギだったとしても、
その背景には動物を神として尊重
するアイヌ文化の影響があるので
はないかと思われる。
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メディカル文学逍遙

９. 宮澤賢治と
『なめとこ山の熊』

― 小十郎とアイヌ文化 ―

高橋正雄
（筑波大学名誉教授・精神科医）

住宅・リフォーム・新築工事

省エネ工事 雪対策工事
耐震工事 水廻り工事

美郷町国道 13 号線沿 ☎ 0187-84-2365

夢を形に・日本増改築産業協議会々員

株式会社

http://wakura-fudousan.com/

美郷町国道13号線沿（シーモワ・オカダデザイン隣）

☎ 0187-73-7707 ㈱和蔵

土地・建物の仲介
お気軽にご相談ください空き家売却

美郷町六郷東根字上田の尻 59

六郷運送
FAX 0187-84-2725

☎ 0187-84-2662 (代)

県南レンタカー

代表 坂本 專太郎

六郷リースキン
ﾓｯﾌ゚・ﾏｯﾄ・ｱﾙｶﾘ浄水器（体に良い水）ﾘｰｽ、掃除用品

ﾏｲｸﾛﾊﾞｽ(29 人)・ﾄﾗｯｸほか、ﾌﾙ装備・保険付き

・ 枝折れ樹木などの伐採、処分
・ 不用品の片付け、処分
・ 草刈、除草、除根、伐開、整地
・ 畑用の土入れ、耕起作業
・ さまざまな小規模修繕工事

他にも、お困りの
ことがございまし
たら、ご相談くだ
さい。無料でお見
積もりいたします。

(株)グリーンジョイ
美郷町六郷字熊野219-12 ☎ 0187-84-3650
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社団法人日本塗装工業会会員
秋田県塗装業組合連合会会員

総合建築塗装・鋼橋塗装・塗布防水
塗布防食・焼付塗装・設計施工

代表取締役 田 口 真 澄

「
わ
ら
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座
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演
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・
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カ
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実
際
に
劇
場
で
観
た
感
想
と
し
て
は
、
脚
本
・
演
出
を
担
当

し
た
マ
キ
ノ
ノ
ゾ
ミ
さ
ん
の
言
う
と
お
り
、
と
て
も
楽
し
め
る

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。
泣
い
て
笑
っ
て
感

動
し
て
、
そ
れ
だ
け
で
十
分
な
の
だ
が
、
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、

ち
ょ
っ
と
見
つ
け
た
「
別
角
度
か
ら
の
楽
し
み
方
」
を
紹
介
し

た
い
。
少
し
だ
け
ネ
タ
バ
レ
、
ご
容
赦
を
。

ま
ず
は
、
笑
い
の
小
ネ
タ
が
効
い
て
い
る
。

六
郷
の
青
年
医
師
・
藤
井
玄
信
に
、
江
戸
で
医
学
を
学
ん
で

い
る
友
人
か
ら
手
紙
が
届
く
。
そ
の
差
出
人
の
名
前
は
「
大
谷

翔
平
太
」
︱
︱
江
戸
と
い
う
「
メ
ジ
ャ
ー
」
で
活
躍
を
し
て
い

る
友
人
が
、
玄
信
の
江
戸
へ
の
憧
れ
を
い
っ
そ
う
掻
き
立
て
る
。

笑
え
る
踊
り
の
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
。「
棒
人
形
ダ
ン
ス
」
と
呼

ば
れ
る
、
テ
レ
ビ
で
お
笑
い
タ
レ
ン
ト
が
み
せ
る
芸
が
あ
る
。

人
間
と
、
そ
の
両
脇
に
立
つ
人
形
の
手
足
が
棒
で
結
び
付
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
横
並
び
の
三
人
（
真
ん
中
だ
け
が
人
間
）
が

同
じ
動
き
を
す
る
、
滑
稽
な
偽
物
の
ラ
イ
ン
ダ
ン
ス
。
そ
の
棒

ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
と
、
演
じ
る
役
者
の
人
数
を
超
え
た
、

よ
り
賑
や
か
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と
な
っ
た
。

話
の
内
容
は
至
っ
て
真
面
目
で
、
青
年
医
師
の
成
長
物
語
で

あ
る
。「
〇
〇
だ
け
ど
△
△
で
き
な
い
」
と
い
う
、
話
を
作
る
タ

ネ
の
「
ギ
ャ
ッ
プ
」
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
学
ん
だ
知
識
を
活

か
し
た
い
の
に
活
か
せ
な
い
、
江
戸
で
学
び
た
い
の
に
江
戸
へ

行
け
な
い
、
愛
す
る
人
と
一
緒
に
い
た
い
の
に
い
ら
れ
な
い
、

生
き
た
い
の
に
生
き
ら
れ
な
い
、
そ
し
て
、
救
っ
て
あ
げ
た
い

の
に
救
え
な
い
︱
︱
。

玄
信
が
「
医
者
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
！
」
と
嘆
く
場
面

が
あ
る
。
勝
手
な
推
測
に
な
る
が
、
こ
れ
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
ジ
ャ
ッ

ク
」（
手
塚
治
虫
の
医
学
漫
画
）
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
で
は
な
い
か
。

「
ち
ぢ
む
！
」
と
い
う
作
品
の
中
に
、
同
じ
セ
リ
フ
が
出
て
く
る
。

生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
死
に
向
か
っ
て
進
む
人
間
に
、
医
療
な

ど
無
意
味
で
は
な
い
か
、
結
局
み
ん
な
死
ん
で
し
ま
う
の
に
、

と
ニ
ヒ
リ
ス
ト
な
ら
言
う
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、「
そ
の
嘆
き
を

乗
り
越
え
て
先
へ
ゆ
け
」
と
、
父
・
玄
淵
が
励
ま
す
。

物
語
の
最
後
に
、
現
代
の
美
郷
町
が
少
し
だ
け
姿
を
見
せ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ぜ
ひ
劇
場
で
観
て
の
お
楽
し
み
を
。「
ゴ
ホ

ン
！
と
い
え
ば
」
の
公
演
は
11
月
20
日
ま
で
。

一
滴
箋

「
ゴ
ホ
ン
！
と
い
え
ば
」

別
角
度
か
ら
の
楽
し
み
方

（
人
）



今
回
紹
介
す
る
の
は
「
六
郷
の
寺
町
、
馬
町
、
西
高

方
町
、
琴
平
コ
ー
ス
」
の
後
半
に
な
る
。
ま
ず
は
馬
町

通
り
を
北
へ
向
か
い
、
一
気
に
琴
平
神
社
ま
で
移
動
す

る
。
そ
こ
で
折
り
返
し
、
西
高
方
町
を
南
下
、
湧
太
郎

を
経
て
、
ゴ
ー
ル
の
「
ど
ま
ん
中
」
ま
で
歩
く
。
い
ろ

い
ろ
な
も
の
は
帰
り
道
に
ゆ
っ
く
り
見
学
す
る
。

①

馬
町
通
り

こ
の
通
り
は
江
戸
時
代
に
は
「
馬
苦
労
町
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
米
町
角
（
ど
ま
ん
中
）
を
起
点
と
す
る
角

館
街
道
の
最
初
の
町
場
で
あ
る
。
大
き
な
商
店
や
料
理
茶
屋
が
並
び
、
賑
わ
っ
て

い
た
。
東
側
に
は
馬
場
が
あ
っ
た
。
近
代
に
な
っ
て
も
そ
の
繁
栄
は
続
い
た
。

②

琴
平
神
社

琴
平
神
社
は
、
船
で
大
阪
と
商
売
し
て
い
た
江
戸
時
代
の
六
郷
商
人
た
ち
が
、

船
旅
の
安
全
を
願
っ
て
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
。
琴
平
神
を
勧
請
す
る
前
か
ら
神
社

は
あ
っ
た
と
思
う
が
不
明
で
あ
る
。
庚
申
塔
の
他
、
青
面
夜
叉
も
祀
っ
て
い
る
。

境
内
の
石
碑
も
興
味
深
く
、
読
み
や
す
い
文
字
で
彫
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
「
琴

平
」
と
い
う
町
名
も
神
社
を
由
来
と
し
て
い
る
。

③

馬
苦
労
町
地
蔵
尊

「
馬
苦
労
町
の
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
新
町
の
地
蔵
さ
ん
」「
側
清

水
の
地
蔵
さ
ん
」
と
共
に
、
町
の
南
、
北
、
西
の
三
ヶ
所
の
出
入
口
に
お
か
れ
て
、

町
を
悪
者
や
疫
病
や
災
害
か
ら
守
っ
た
地
蔵
さ
ん
で
あ
る
。
正
徳
三
年
（
一
七
一

三
）、
三
体
同
時
に
建
立
さ
れ
た
た
め
「
正
德
三
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
馬

苦
労
町
地
蔵
さ
ん
」
は
町
の
北
側
を
守
る
地
蔵
尊
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
蔵
さ

ん
は
、
町
並
み
か
ら
か
な
り
離
れ
た
外
側
に
置
か
れ
た
。

④

真
光
寺
（
真
宗
大
谷
派
）

承
久
三
年
（
一
二
二
一
）、
親
鸞
が
常
陸
国
（
茨
城
県
）
笠
間
郡
に
建
立
。
そ

の
後
、
常
陸
国
額
田
村
へ
と
下
り
、
奥
羽
の
民
衆
教
化
の
た
め
出
羽
国
平
鹿
郡
田

村
へ
移
っ
た
。
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
山
本
郡
（
現
在
の
仙
北
地
方
）
野

中
村
へ
移
り
、
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
に
六
郷
兵
庫
守
の
命
令
で
現
在
地
に
移
っ

た
。
当
時
は
こ
こ
が
町
場
の
北
外
れ
。
境
内
に
は
後
藤
宙
外
の
墓
碑
が
あ
る
。

⑤

髙
栁
山
真
乗
寺
（
真
宗
大
谷
派
）

陸
奥
国
（
岩
手
県
）
斯
波
郡
高
清
水
が
始
ま
り
。
兵
乱
を
逃
れ
て
出
羽
国
山
本

郡
（
現
在
の
仙
北
地
方
）
白
岩
村
に
住
み
、
そ
の
後
小
荒
川
村
、
さ
ら
に
払
田
村

高
柳
へ
移
っ
た
。
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
六
郷
兵
庫
守
の
招
き
に
よ
り
六
郷
、

現
在
は
太
桂
寺
が
あ
る
場
所
へ
移
転
し
た
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
佐
竹
義

重
の
命
に
よ
り
現
在
地
に
移
っ
た
。
境
内
に
八
基
の
板
碑
群
が
あ
る
。
ア
ラ
ラ
ギ

歌
人
高
柳
得
寶
の
生
家
で
あ
る
。

⑥

羽
後
信
用
金
庫
と
「
中
央
劇
場
」

現
在
は
羽
後
信
用
金
庫
だ
が
、
昔
こ
の
場
所
に
は

「
中
央
劇
場
」
と
い
う
映
画
館
が
あ
っ
た
。
数
人
の
商

店
主
が
出
資
し
て
昭
和
二
十
六
年
に
開
業
、
六
郷
で

二
つ
目
の
映
画
館
だ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
「
六
郷
劇

場
」
で
は
東
映
や
松
竹
系
、「
中
央
劇
場
」
で
は
東
宝

系
の
映
画
や
洋
画
が
上
映
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
記
憶

が
あ
る
。
時
代
の
流
れ
に
よ
っ
て
経
営
者
も
変
わ
り
、

昭
和
三
十
九
年
に
閉
館
し
た
。

⑦

深
澤
商
店
と
「
小
杉
天
外
の
生
家
」

現
在
は
所
有
者
も
住
人
も
変
わ
っ
て
い
る
が
、
こ

こ
が
小
説
家
「
小
杉
天
外
」
の
生
家
に
な
る
。
天
外

は
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
生
ま
れ
。
初
め
は
政
治
家
を
志
し
て
い
た
が
、
上

京
を
繰
り
返
し
て
い
る
内
に
文
学
に
興
味
を
持
ち
、
小
説
家
へ
と
志
望
を
変
え
た
。

明
治
三
十
六
年
、
尾
崎
紅
葉
が
読
売
新
聞
に
「
金
色
夜
叉
」
を
連
載
し
て
い
た
途

中
で
急
死
し
た
た
め
、
天
外
が
急
遽
「
魔
風
恋
風
」
で
連
載
を
引
き
継
い
だ
。
魔

風
恋
風
は
金
色
夜
叉
を
上
回
る
爆
発
的
な
人
気
を
博
し
た
。
数
々
の
作
品
を
残
し

た
天
外
は
、
昭
和
二
十
七
年
九
月
に
亡
く
な
っ
た
。
墓
は
鎌
倉
の
建
長
寺
に
あ
る

が
、
分
骨
し
た
墓
地
が
六
郷
の
善
證
寺
に
も
あ
る
。

⑧

白
梅
酒
造
跡

六
郷
は
、
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
宿
場
町
と

し
て
指
定
さ
れ
た
大
き
な
町
。
享
保
時
代
に
は
十
九

軒
も
の
酒
蔵
が
あ
っ
た
。
記
録
に
残
る
最
も
古
い
酒

蔵
は
「
白
梅
酒
造
」
で
あ
り
、
元
禄
二
年
（
一
六
八

九
）
に
は
既
に
営
業
し
て
い
た
と
い
う
。
営
業
開
始

は
、
そ
れ
よ
り
も
か
な
り
前
に
な
る
だ
ろ
う
。

⑨

名
水
市
場
湧
太
郎

酒
蔵
「
國
之
譽
」
の
建
物
を
観
光
施
設
と
し
た
の

が
「
名
水
市
場
湧
太
郎
」
で
あ
る
。
國
之
譽
ホ
ー
ル

を
中
心
に
飲
食
店
、
資
料
館
、
土
産
店
な
ど
が
あ
る
。

⑩

本
道
町
角

宿
場
町
の
時
代
、
こ
の
角
の
北
西
側
が
伝
馬
役
所
だ
っ
た
。
西
側
の
通
り
「
本

道
町
」
に
は
、
本
覚
寺
と
一
緒
に
本
堂
か
ら
移
っ
て
来
た
檀
家
の
方
々
が
住
ん
だ
。

⑪

米
町
角
の
「
ど
ま
ん
中
」、
元
は
Ｔ
字
路

現
在
は
十
字
路
だ
が
、
昭
和
の
初
め
ま
で
は
Ｔ
字
路
だ
っ
た
。
南
か
ら
来
た
羽

州
街
道
は
、
こ
こ
で
直
角
に
西
へ
曲
が
っ
て
久
保
田
城
へ
向
か
っ
た
。
角
館
街
道

は
、
こ
こ
か
ら
北
へ
向
か
う
。
東
根
へ
向
か
う
道
は
、
米
町
と
馬
町
の
境
か
ら
東

へ
曲
が
っ
た
小
路
だ
っ
た
。
六
郷
宿
は
、
羽
州
街
道
（
桑
折
か
ら
油
川
ま
で
）
の

距
離
的
中
間
地
点
な
の
で
、「
ど
ま
ん
中
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
度
は
時
間
を
か
け
て
六
郷
を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
み
た
。
目
に
映
る
も
の
が

多
く
、
そ
の
中
に
ふ
る
里
の
歴
史
を
数
多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

広
告
の
基
本
料
金
は
１
枠
５
千
円
で
す
。
年
間
６
枠
以
上
ご
利
用
の
方
は
１
枠
３
千
円
に
値
引
き
致
し
ま
す
。
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域
紙
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美
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美郷町六郷字熊野118-1 TEL 0187-84-3589 FAX 0187-84-3582

グループホーム「サンピア」
小規模多機能型居宅介護「喜楽館」

高齢者専用賃貸住宅「ぬくもりの家」
小規模多機能型居宅介護「つばき苑」

有限会社 ゆう愛

本 社 美郷町六郷字安楽寺 296-12

TEL・FAX 0187-84-0986

第２車庫 美郷町野中字雀柳 114-4

TEL・FAX 0187-84-0352

合資
会社 橘 興 業
事業系・引越しなどのゴミ収集も承ります

診察時間 午 前 午 後

月～金 9:00 ～ 12:00 2:00 ～ 5:00

土 9:00 ～ 12:00 休診

日曜・祝日 休 診

貴方の魅力をレジーナのウィッグが上品に引き出します

本社：さいたま市浦和区高砂3-10-2 ☎ 048-837-0011
工場：美郷町野中字下村 107-2 ☎ 0187-84-1516

医療用ウィッグシリーズ「サブリナ」
種類が豊富です。専属の美容師が丁寧にセット
いたします。お気軽にお問い合わせください。

屋根の葺替・外壁の張替

美郷町野中字上村 62 番地

TEL 0187-84-2333(代) FAX 0187-84-3020

戸沢板金工業株式会社

暮らしをまもる住まいづくりにお手伝い!!

六
郷
の
寺
町
、
馬
町
、
西
高
方
町
、
琴
平
コ
ー
ス

㊦

の
ん
び
り
ゆ
っ
く
り
町
歩
き

岩
屋

朝
德

（
４
）

⑧ 白梅酒造跡 ⑦ 深澤商店

③ 馬苦労町地蔵尊 ② 琴平神社

⑪ 【左】米町角 【右】東根へ向かう道の始まり



11月5・6日、道の駅美郷の屋
外イベントスペースで、畑屋うさ
ぎとのふれあい体験会が開かれる。
「ジャンボうさぎチャンピオン」

の髙橋清一さんが育てる畑屋うさ
ぎ2羽が「御出座」。「重さは約7
キロ。大人しいので、ぜひ可愛がっ
てください」と髙橋さん。抱きか
かえたところを写真に撮れば、来
年（卯年）の年賀状にピッタリ。
ふれあい体験会の時間は、5日

(土)・6日(日)とも午前10時から午
後3時まで。問合せは、美郷の話
題（☎0187-84-4933）。

10月9日、六郷
ライオンズクラブ

（細井邦男会長）は県道角館六郷
線の学友館近くにある花壇の清掃
を行いました。会員5人が参加、
約2時間の作業をした後、記念撮
影をしました。当日は秋田県内に
あるライオンズクラブが、各地で
ボランティア清掃を行いました。

「引っかく」の意味。「掻き裂
く」が音変化して「かっちゃぐ」
になったと言われている。「猫と

違って、うさぎはかっちゃがね」。
【参考文献】秋田のことば（秋田
県教育委員会編・無明舎出版）

―「清一」と名付けられた方は？
父が名前の「清蔵」から一文字

取って付けました。
―「一」はチャンピオンだから？
長男だから「一」(笑 )。ここ

（南外川原）に住んで6代目です。
先祖は岩手の沢内村から来ました。
―郵便局員だったそうですが、う
さぎの飼育を始められたのはいつ？
牛や羊、鶏、うさぎなどの動物

を家で扱っていました。うさぎは
高校生の頃から世話しているので、
もう半世紀以上になります。
―少しずつ、のめり込んでいった？
本格的には、35歳頃からです。

畑屋うさぎを飼うため、自分はこ
こに生まれてきたと思いました。
―何かきっかけでも？
うさぎの品評会を見学したこと

があります。千畑の家兎飼育組合
の初代組合長から譲り受けて、飼
育を始めました。畑屋うさぎは
「秋田白色改良種」と言いますが、
ほかに「秋田」が付く種は「秋田
犬」と「秋田比内地鶏」だけです。
―姓名判断ですが、お名前の「清
一」が「華麗運」の大吉でした。

高い能力を持っていて、チャンス
は早く巡ってくるとのこと。
ジャンボうさぎの大会は、全部

で8部門あります。初めてチャン
ピオンになったのは平成15年です。
―20年近く前ですね。それからは、
もうチャンピオンとして常連に。
いちばん注目される体重ジャン

ボ部門は、平成27年に取りました。
この年は5部門を受賞しました。
これは今でも破られていません。
―すごい、うさぎ飼育の名人。
今年は4部門受賞ですが、体長

ジャンボ部門を取れたのが嬉しかっ
た。これで8部門、全部取ったこ
とになります。歴代2人目です。
―8冠達成ですね。姓名判断では、
人間関係に注意が必要となってい
ました。周囲に気を使っているか
ら、今の成功があると思いました。
周りと歩調を合わせながら、自

分の意見を言うようにしています。
―なるほど。何事も細やかに取り
組まれているように感じます。
人生百年の時代なので、次の卯

年まで頑張りたい。早起きして新
鮮な空気を吸えば健康になります。

後記 美郷町で畑屋うさぎを飼育
している人は、髙橋清一さんひと
りだけ。誰か飼育してみませんか、

来年は卯年だよ。【歌謡二十四節
気】二人のアカボシ（作詞：伊藤
俊吾、歌唱・演奏：キンモクセイ）

次
の
発
行
は
11
月
16
日
（
水
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
11
月
30
日
、
12
月
14
日
、
12
月
31
日
と
続
き
ま
す
。
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う
さ
ぎ
関
連
の
優
勝
旗
や
表
彰
カ
ッ
プ
が
ず
ら
り

天格
27画・凶

人格
28画・凶

地格
13画・大吉総格

40画・半凶

外格
12画・凶

お名前
いろいろ

⑥

ミ ズ イ タ ク ラ

タ イ ケ イ マ

ワ ク ロ モ イ

ク ム ラ リ ズ

ワ チ ウ ク ミ

ザ ケ ト ホ ズ

①
鷹
匠
清
水
の
あ
る
太
桂
寺
は
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、

②
仙
南
西
小
が
あ
っ
た
今
泉
、
③
奥
羽
山
麓
大
規

模
農
道
の
愛
称
は
「
み
ず
ほ
の
里
ロ
ー
ド
」、
④
近

く
に
温
泉
と
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
る
仏
沢
溜
池
、
⑤

認
定
子
ど
も
園
の
「
六
郷
わ
く
わ
く
園
」、
⑥
六
郷

小
の
校
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
黒
森
山
、
⑦
明
治
29

年
８
月
31
日
に
発
生
し
た
陸
羽
地
震
、
⑧
平
安
時

代
の
中
国
産
の
青
磁
皿
が
出
土
し
た
内
村
遺
跡

５・６日、道の駅で畑屋うさぎとふれあい体験

髙
橋
さ
ん
飼
育
の
畑
屋
う
さ
ぎ

☎ 0187(85)3251

美郷町土崎字上野乙 109-1

どこよりも安く丁寧に！
風除室、カーポート、テラス屋根

アルミとガラスのことなら

羽後ﾄｰﾖｰ住器㈱

見積り無料、お気軽にお電話を

に来れば話も湧くわ～

株式会社 ＫＹＯ

〒019-1404美郷町六郷字上町44
（中央行政センター向い）

TEL 0187-88-8701

介護・福祉に関する事なら何でもご相談下さい

ゆうすい介護福祉相談センター

美郷町六郷字白山142 ☎ 0187-84-1579

◇ パート社員 販売業務ほか

◇ 準社員 セレモニースタッフ（正社員登用あり)

募集の詳細はハローワークでご確認ください

(有)大久保機械店

農業機械新品中古販売

農業機械整備施設認定工場・一級技能士の店

美郷町野中字宮崎83-4（六郷高校ウラ）

TEL 0187-84-0987

中古農機を「売りたい方」も
「買いたい方」もご相談下さい

事務所 ／ 美郷町天神堂字天川

TEL 82-1900 FAX 88-8401

鷹觜建築有限会社

総合建築・一般建築

自 宅 ／ 美郷町六郷東根鎧ヶ崎12番地

TEL 84-4129

代表取締役 鷹觜 亮

髙
橋
清
一

⑪

⑯

⑫

①

JA 秋田おばこ小家畜部部会長。全国ジャ
ンボうさぎフェスティバル県知事賞2回、
名誉賞20回超。趣味は庭いじり。76歳。

かっちゃぐ
～方言レッドデータブック（62）

使ってみたい秋田弁

毎日の食卓に笑顔を

(有) ミサトフーズ 美郷町六郷字安楽寺 298-1

TEL：0187-86-7770 FAX：0187-86-7771

生鮮品、食料品全般、日用雑貨

オードブルお刺身生寿司お弁当折詰

ご予約承っております

笑顔満顔


